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糖尿病 新しい治療戦略 GLP-1受容体作動薬

https://photohito.com/

GLP-1

食べ物が小腸に入ると、糖を吸収する
と同時に、小腸のL細胞から、GLP-1
（グルカゴン様ペプチド-1）やグルカゴン
などの、血糖の上昇を抑えるための、ホル
モンが産生されます

  
https://www.club-
dm.jp/basic/GLP-1.html

GLP-1は、膵臓に働きかけ、インスリ
ンを分泌させ、また胃の動きを抑え、「も
うおなかいっぱい」と感じるようにします。

また、脂肪をたべてできるカイロミクロン
のApoB48の生成を抑えます。カイロミ
クロンの産生が減ると、体への中性脂肪
の吸収が抑えられます。

一方、心臓にも働きかけ、心房性ナトリ
ウム利尿ペプチドを分泌させます。このペ
プチドは腎臓で尿を作るときに、ナトリウ
ムを排出させる働きがあります。

GLP-1は、血糖を下げ、おなかがすぐ
いっぱいになり、脂肪の吸収を抑え、血
圧を低下させます。

本来は、自分のGLP-1の作用で、血
糖が、一定の範囲に調節されます。

血糖の自己の調節範囲を超えてしま
った糖尿病という病態において、この
GLP-1の作用を高めるGLP-1受容体
作動薬が、重要です。

GLP-1受容体作動薬が飲み薬に

GLP -1受容体作動薬は、今までは注射薬
だけでした。

https://answers.ten-
navi.com/pharmanews/16094/
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食欲も低下し、血糖も下げ、体重も減少す
るため、肥満傾向の方に、治療の初期から
使用されています。週1回の皮下注のトルリ
シティは、使いやすい薬で、現在非常に多く
使用されています。

ノボ ノルディスク ファーマとMSD株式会社

ペプチドであるGLP-1受容体作動
薬には注射薬だけでしたが、飲み薬が
作られました。

同薬は米国、欧州、スイス、カナダで
承認されていました。

日本では2019年7月に承認申請
が出されていました。

ついに2020年6月29日、GLP-1
受容体作動薬セマグルチド（皮下注
薬）の経口薬（商品名 リベルサス錠
3mg、7mg、14mg）が、2型糖尿
病を適応として承認されました。

順調にいくと、8月についに販売され
るかもしれません。

https://answers.ten-
navi.com/pharmanews/16094/

GLP-1受容体作動薬の経口薬の発
売は、待ち望まれた注目の高い薬で
す。

GLP-1の作用 GLP-1受容体作動薬 リベルサス錠


